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令和２年 11月定例記者会見 

■日時：10 月 30 日(金) 午前 11 時 

■場所：イーストピアみやこ市民交流センター １階会議室１・２ 

 

会見項目 

 

≪施策等≫ 

１. 市長と語ろうタウンミーティング 

≪催事等≫ 

２. 第 34 回宮古サーモン・ハーフマラソン大会特別大会 宮古タイムチャレンジ 

３. 三陸ジオパーク関連イベント（「三王岩」解説、浄土ヶ浜星空ナイトウォーク） 

４．田老ふるさと物産市   

５．高校生しごとメッセ in 宮古     

６．髙田式体育教室「ダイヤモンドキッズカレッジ」   

 

会見内容 

 

  別紙資料１～６のとおり。 

 

記者との質疑 

 

≪ ２.第 34 回宮古サーモン・ハーフマラソン大会特別大会 について≫ 

 

朝日新聞 

盛岡市をはじめ、多くのマラソン大会を中止となっている中、今回の大会開催に込めた思

いを教えてください。 

市長 

毎日練習をしているランナーや子どもたちに、走る機会を作ってあげたいという思いで開

催しました。参加対象を宮古地域に限り、感染予防対策を徹底できる範囲で運営すること

で、開催できると判断しました。レースも一斉スタートではなく、チップによりタイムを

管理し、間隔を走り出す「タイムレース方式」での実施とします。 
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≪ その他 ≫ 

 

朝日新聞 

日本海溝・千島海溝沿いで想定される最大クラスの地震と津波（以下、津波想定）の市民

説明会について、出席した市民からはどういった意見がありましたか。また、説明会を開

催してみて何か感じたことはありますか。 

市長 

東日本大震災の経験から、防災・津波に関する意識が高く、今回の津波想定にも高い関心

を持っている方が多いと感じました。今回の説明会により、現時点で国から発表されてい

る津波想定に関する具体的な内容を、市民に伝えることができたと思います。参加者から

は、現在国・県で工事を進めている防潮堤などの早期完成や、避難計画などの見直しなど

を早く行って欲しいといった意見をいただきました。市としても、速やかに取り組まなけ

ればならないと改めて感じました。 

 

朝日新聞 

仮設住宅について、最近ではプレハブ式や移動式など、様々なタイプのものがあります。

今後、災害時に、被災者のニーズに合わせた仮設住宅の整備などをする考えはありますか。 

市長 

東日本大震災クラスの大災害時には難しいと思いますが、様々なケースを考えていく必要

はあると思いますので、そうした情報も把握していきたいと思います。 

 

朝日新聞 

みなし仮設住宅の確保については、現時点でどのような対応を考えていますか。 

市長 

被災者の生活再建までが長期化するようであれば、必要であると思いますので、他にノウ

ハウのある自治体の事例などから検討していきたいと思います。 

 

朝日新聞 

東日本大震災の例ですと、盛岡市など内陸にみなし仮設を構えた被災者が、そのまま内陸

に移り住むといったことから、人口流出に繋がるケースが見られます。そうした人口減に

対する対策は考えていますか。 

市長 

みなし仮設での生活先で新たな仕事を始めた方や、PTSD など精神的な理由で被災地区での

生活が困難な方など、震災後に転居をする理由は様々なので、それを完全に防ぐというこ

とは難しいと思います。それよりも、防災面などをしっかり整備し、「災害に安全なまち」

というアピールをしたうえで、子育て支援事業などの魅力を発信し、新たな転入者を確保

するといった方法もあると思います。 

 

河北新報 

宮城県の女川原子力発電所の再稼働が検討されていますが、東北沿岸の自治体首長として、

思いや考えがあれば、教えてください。 
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市長 

他地域のことなので、コメントは難しいです。原子力に頼らない、再生可能エネルギーを

活用した取り組みがもっと広まってほしいとは思います。 

 

  



 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域 開催日 時間・会場 

川井 11 月 15 日（日） 
午前１０時～１１時３０分 

川井生涯学習センター ２階ホール 

新里 11 月 15 日（日） 
午後１時３０分～３時 

新里福祉センター ２階大会議室 

田老 11 月 29 日（日） 
午前１０時～１１時３０分 

田老公民館 ２階大会議室 

宮古 11 月 29 日（日） 
午後１時３０分～３時 

イーストピアみやこ 多目的ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配布資料１ 

対象地域・開催日時・会場 

内容 ①市長からまちづくりについての説明 

②意見交換 

With コロナ！ 
開催日２週間前において、発熱、味覚や嗅覚の異常、感染

症「陽性」とされた方との濃厚接触、当日の発熱、体調不

良の方のご来場はご遠慮願います。 

ご来場者は次の事項のご協力をお願いします 

新型コロナウイルス感染症 

防止のため、安全対策を徹底します！ 

●マスク着用 

●手指消毒の徹底（会場に消毒液を用意しています） 

 入退場するごとに消毒の徹底 

●入場時に検温の協力 

●他の来場者との距離を確保する（指定された席で） 

●座席の位置を動かさない 

●大きな声を出さない 

●入場時には氏名・住所・電話番号等の記入 

市民の皆さんからの意見を広く聴き、今後の市政運営に活かすことを目的とし、市長が各地域に 

お伺いしタウンミーティングを開催します。市民の皆様のご参加をお待ちしています。 

送迎バス 川井・新里・田老地域は 

会場までの送迎バスを運行 

地域 運行経路 

川井 

区界方面⇒会場 

小国方面⇒会場 

古田方面⇒会場 

新里 

和井内・刈屋方面⇒会場 

蟇目・茂市方面⇒会場 

腹帯・茂市方面⇒会場 

田老 

摂待・ＧＰ方面⇒会場 

末前・大平方面⇒会場 

樫内方面⇒会場 

※乗車を希望する方は各総合事務所へ 

ご連絡ください 

 

【問い合わせ】市企画部秘書課 TEL0193-62-2111（内線 4911） 
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第３４回宮古サーモン・ハーフマラソン大会特別大会 

宮古タイムチャレンジについて 

 

１ 期 日 令和２年 11 月８日（日） 

      開会式：午前８時 30 分～ 

 

２ 会 場 宮古運動公園陸上競技場 

 

３ コース 宮古運動公園陸上競技場～白浜特設コース（別紙コース図参照） 

 

４ 大会参加申込者数（対象地域：宮古市、山田町、岩泉町、田野畑村） 

種目 人数 

白浜シーサイドコースの部（10km） 143 人 

堀内シーサイドコースの部（5km） 90 人 

ファミリーの部（2km） 132 人（66 組) 

合計 365 人 

 

５ ゲストランナーについて 

  ・青山学院大学陸上競技部４名（別紙参照） 

・ランニングトレーナー・鳥光
とりみつ

健
たけ

仁
のり

氏    ※ともに 10km の部に出場 

 

６ その他 

  大会前日（11 月 7 日(土)）に、鳥光建仁氏によるオンラインレッスンを開催。 

※対象…大会参加者および市内小中学生 

 

７ 問い合わせ 

  宮古サーモン・ハーフマラソン大会実行委員会事務局 

（宮古市民総合体育館内、☎0193-62-6000） 

  市教育委員会生涯学習課体育振興係（☎0193-68-9120） 

 

  

配布資料２ 
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 田老ふるさと物産市 

（宮古市田老鮭・あわびまつり代替イベント）開催要項 

 

１ 目的 

復興に向けた観光イベントとし、全国各地より支援をいただいた方々に感謝を込め、魅力あ

る宮古市の特産品を広くＰＲ・直売することにより、イメージアップと地域、産業の復興・活

性化を図る。 

 

２ 主催 

田老観光イベント実行委員会 

 

３ 開催日時 

令和２年 11 月 22 日（日）午前９時～午後２時 30 分 

 

４ 会場 

田老野球場駐車場（宮古市田老二丁目３－８） 

 

５ 事業内容 

   新型コロナ感染症拡大防止対策のため、例年行っている各種行事は行わず、海産物・農産物

の販売を主とする。 

  ・出店数…28 店舗（展示ブース２カ所含む） 

  ・ステージイベントは行わない 

  ・出店は物産販売を原則とし、飲食物についてはテイクアウト形式であれば可能とする 

  ・会場に入場口を設け、来場の際に検温、消毒の実施、マスク着用の確認を行う 

  ・来場者の連絡先を入場の際に聴取する（記入用紙の提出） 

・スタッフ、出店者、再入場者のため紙バンドでの対応予定となる 

・駐車場は、①イベント広場、②球場南側、③田老一中とする 

 

６ 昨年の開催実績 

・入場者数…約 7,000 人 

  ・出店者数…30 店舗 

 

７ 問い合わせ 

田老総合事務所（TEL 0193-87-2971） 

 

  

配布資料４ 
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